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｢正統｣の歴史と｢王統｣の歴史 
 
 

第10回 中央ユーラシアにおける世界観と歴史観 

 

杉山 清彦 
東京大学教養学部 



◇中央ユーラシア Central Eurasiaとは 
：ユーラシア大陸の乾燥域＝草原と沙漠とオアシスの世界 
 北に森林地帯、南に湿潤農耕地帯、境界に農牧接壌地帯 
〇草原＝遊牧（家畜群を管理・飼育しながら夏営地と冬営地を
季節移動する生活形態）：騎射の軍事力 

●オアシス（砂漠の中の可耕地とその広がり） 

  ＝都市と農村：農業・商業・工業・宗教 
・長距離商業：隊商 
⇒遊牧民の活動を主軸に、それら相互、およびそれらと定住社会
との関係の下に歴史が展開 

中央ユーラシアとは何か 



中央ユーラシアとは何か 

松田壽男『アジアの歴史』岩波書店、2006年、p.20 図2 妹尾達彦『長安の都市計画』講談社、2001年、p.24 図6 ＊ ＊ 



＜中央ユーラシア西部＞ 
スキタイ～フン～マジャル・ブルガル 

≪イラン系・トルコ系≫ 
↓↑ 

［アラブ系・イラン系・ 
スラブ系社会］ 

中央ユーラシアとは何か 

＜中央ユーラシア東部＞ 
匈奴～突厥・ウイグル・吐蕃～契丹～モン

ゴル 
≪トルコ・モンゴル系、チベット、ツングース

≫ 
↓↑ 

［イラン系オアシス社会、 
漢人農耕社会］ 

 
 



◇「天（テングリ）」の信仰：草原の「天命」と「天子」 

・“王権天授説”：君主の支配権＝“天の霊威・恩寵” 
  ｢天の立てるところの匈奴大単于｣｢天より生まれし突厥の大カガン｣ 
  ｢とこしえの天の力のもとに｣（モンゴルの勅令冒頭文） 

・固有の伝承：王家始祖説話・民族起源説話 狼祖伝説 

      ；シャーマニズム “天の霊威・恩寵” 

・普遍の意識：普遍思想受容の柔軟さ＝｢天｣という解釈 

     ‥‥仏教・マニ教・キリスト教・イスラーム 

※強い系譜意識：現在の根拠として ＊口承の伝統：系譜・史話・文芸 

草原世界の世界観と歴史観 



◇“王統”とその継受という観念 

：Tu./Mo. törö, Ma. doro｢政｣＝支配権とそれを受け継ぐ血統 

◎｢チンギス=ハーンの天命｣ 

・世界支配の「天命」：チンギス統原理 “黄金氏族” 
 ：チンギスの子孫でなければハーンになれない 

・『集史』（ラシード=ウッディーン編, 1310） 
 ：モンゴル史（諸部族・モンゴル）・世界史（預言者・諸種族） 

 『五族譜』：ユダヤ・イスラーム・モンゴル・フランク・中国史 

＝人類史の統合と分出：世界の諸地域・政体の総合 
 系譜への強い意識 ：部族と君主の系譜を集成 

 

王統の観念と系譜意識 



＊ 杉山正明・北川誠一『大モンゴルの時代＜世界の歴史9＞』中央
公論社、1997年、p.57 

杉山正明・北川誠一『大モンゴルの時代＜世界の歴史9＞』中央
公論社、1997年、p.56 

＊ 



＊ 

杉山正明・北川誠一『大モンゴルの時代＜世界の歴史9＞』中
央公論社、1997年、p.53 

杉山正明「チンギス・カンのイメージ形成－時をこえた権威と神聖化への道程」『生
活世界とフォークロア＜天皇と王権を考える 第9巻＞』岩波書店、2003年 
p.277 図1[A] 

＊ 



◇多元的世界観：複数世界の並存 ←→｢中華｣の天下観 

・｢政｣＝王統の並立 
：チベット・モンゴル・マンジュ・漢地・朝鮮・日本etc. 
・継受の観念 ＊チベット仏教の流入 “三国世界観” 
：インド→チベット→モンゴル（→マンジュ） 
 ←→実体としての｢中国｣：Mo.kitad, Ma.nikan 
 ：特別な価値を見出すわけでなく、｢漢人と漢地｣ 
※生き続ける／利用される歴史意識：チンギス=ハーン 
  ＊ソ連崩壊とティムール、チンギス＝ハーン 

多元的世界観と歴史意識 



それなる順治皇帝は、戊寅の年（一六八三年）生まれで、七歳の

甲申の年（一六四四年）に中国の大明皇帝の黄金の玉座の上に

坐って、順治皇帝としてあらゆる方向に有名になって、南の八十万

人の中国人、西方の終わりのカムの二十六万人のチベット人、北

の四万人のオイラト人、東方の三万人の白い高麗人、中央の四省

の満洲人、六万人のモンゴル人などを自分の力に入れ、あらゆる

国人や部族のハーンたち、ノヤンたち、大臣たちに、王、ベイレ、ベ

イセ、公らというなどの称号を与えて、おのおの軽重の階級に従っ

て恩賜して、きわめて大きな国人をはじめて治め、宝のような大き

な政道を平和にした。 

＊ 
森川哲雄『モンゴル年代記』白帝社、2007年、p.207 

岡田英弘訳注『蒙古源流』刀水書房、2004年、p.338より引用。 

杉山先生ご提供画像 

多元的世界概念図：「政」とトゥメンによる秩序 
「万」＝万人隊（トゥメン）によって集団を把握・表現する。 
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